
 令和４年度 

第１回 土曜サロンのご案内 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合テーマ：「交流と多様性」  

 

第１回 

「出土品が語る人やモノの交流」 

 

日 時／ ６月 １８ 日（ 土） 午後１時３０分～３時  

場 所／ 平出博物館 学習室  

講 師／ 小松  学 （ 平 出 博 物 館  館 長 ）   

定 員／ ５０名（先着順）  

申込開始／ ６月 ７日 （火 ）午前９時から  

申込先／平出博物館（ ☎ 0263-52-1022）  

聴講料／無料  

今年度の「平出博物館土曜サロン」の総合テーマは「交流と多様性」です。

交通の要衝地である塩尻の文化は、人やモノが行きかう中で形作られてきま

した。また、地域ごとに異なる自然や歴史と対話することで、人々は多様な

文化を育んできました。今年度の土曜サロンはこうした「交流」や「多様性」

を様々な分野から考えます。 

第１回目となる今回は、当館の館長が市内遺跡の出土品が示す人やモノの

交流の様子についてご紹介します。 

※今年度も定員制・事前申込制で開催いたします。 

焼町式土器  

塩尻の焼町遺跡の名前を冠す
る土器ですが、分布の中心は
東信地域にあり、塩尻と他地
域との交流を示す出土品のひ
とつです。  


